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江田慧子・平林純之介・中村寛志

信州大学農学部開・属アルプス留フィールド科学教育研究センター

(受領 2009年 3月 1日;受理 2009年 7月 5日)

Parasitism by the egg parasitoid， Trichogramma chilonis Ishii (日ymenoptera: Trichogrammatidae) on Shijimiaeoides 

diνinus barine (Leech) (Lepidoptera: Lycaenidae) eggs in Azumino， Nagano Prefecture. Keiko Koda， Jun'nosuke 

Hirabayashi and Hiroshi Nakamura. Education and Research Center of Alpine Field Science， Faculty of Agriculture， 

Shinshu University， 8304 Minamiminowa， Nagano 399-4598， Japan. 

Abstract 

Trichogramma chilonis is an important mortality factor during the egg stage of Shijimiaeoides diνinus barine.五oweve主，

there are few reports about parasitism by T. chilonis on S. divinus barine eggs. From 2005 to 2008 in Azumino City; 

Nagano Pr・efecture，S. divinus barine eggs were sampled and主chilonisadults collected in sticky traps. The percentage 

of parasitism in 2006 and 2007 was about 30% in early J une when adult S. divinus barine began to appear. Parasi:tism 

became 60% or more after the middle J une in the areas where artificial breeding pupae had been released every 

year. The percentage of parasitism in 2008 was 56% in early June and 70% or more after the middle of June. In an 

area where a natural population of S. divinus bαrine had survived， parasitism ranged from 0% to 41% in 2007 and 2008. 

The numbers of T. chilonis captured in sticky traps in the natural population area in June and July were fewer・than

those at the pupa release area. The average number of主 ζ・hilonisemerging from one egg of S. divinus barine was 1.50 

individuals. A relationship between egg parasitism of T. chilonis and the management methods (mowing， moorburn 

etc) applied in the habitation area of S. divinus barine was suggested. 
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メアカタマゴパチによる寄生はオオルリシジミ卵期の重要な死亡要因とされているが，現在まで定量的な研究はほと

んどなされていない.本研究は，長野県安曇野においてメアカタマゴバチによるオオルリシジミの卵寄生の実態を定量

的に把握し，絶滅が危倶されているオオルリシジミの保全対策に資することを目的として，卵のサンプリング調査と粘

着トラップによる寄生蜂の偲体数調査を実施した.その結果，人工飼育をした踊が毎年放されている地域では， 2006年

と 2007年の寄生率は，成虫発生初期の 6月上旬では 30%程度と低い値であったが 6月中・下旬になると 60%以上

となり有意に高く (P<0.05)なる傾向が見られた.その後， 2008年には 6月上旬から 56%となり 6月中旬以降は 70

%以上と高い寄生率となった.それに対して，僅かに自然鏑体群が生息している地域では， 2007年と 2008年の調査

で，卵寄生率の範囲は 0% から最大で 41% と低かった.オオルリシジミが産卵する 6 月 ~7 月の期間では，粘着トラ

ップに捕獲されたメアカタマゴバチの個体数は，踊放飼地域の方が自然発生地域より有意に多かった (P<0.05). しかし，

8月になると自然発生地域の方が，捕獲個体数は多くなる傾向が見られた.オオルリシジミ 1卵あたりから羽化したメ

アカタマゴバチ成虫数は，平均 1.50個体であった.これらの結果から草刈りや野焼き等の生息地の管理方法の違いによ

りオオルリシジミの卵へのメアカタマゴパチの寄生率が影響を受けていることが示唆された.
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繕語

オオルリシジミ本ナ1'1亜種 Shijimiaeoidesdiνinus barine 

(Leech) (シジミチョウ科)は，かつては東北地方の青

森・岩手，中部地方の新潟・長野・群馬の各県に分布し

ていた(福田ら， 1984).現在では青森県で絶滅(室谷，

1989)，岩手県でも最近の記録はみられず，東北地方で

は絶滅したものと考えられている.一方，中部地方では

新潟県内の生息地で 1994~r~存確認されておらず(蛭

)11.島田， 1998)，現在では長野県の安曇野市と東御市

のみで生恵、が確認されているにすぎない(田下ら，

1999 ;田下・丸山， 2007). しかし，これらの産地にお

いても，自然僧体群は絶滅に近い状態にあり，飼育踊の

導入による僧体群回復が試みられている(浜， 2007;清

水， 2009). このような現状を受けて長野県は，オオル

リシジミを長野県販レッドデータブックで絶滅危倶 IB
類に指定するとともに(長野県自然保護研究所， 2004)， 

2003年に施行された「長野県希少野生動植物保護条例」

に基づいて，指定希少野生動植物に指定することにより，

届出をしないで捕獲した者に対して罰金の対象とする等

の保護対策を行っている(長野県， 2009). 

オオ jレリシジミが減少した要因は，農業形態の変化か

ら生息地である草原そのものの減少や，そこに生えてい

る食草のクララ Sophoraflavescens Sophoraが減少した

ことに加え，乱獲が僧体数減少に拍車をかけたとされて

いる(蛭)11.島田， 1998;田下・丸山， 2007).村-侶ら

(1998) は，熊本県阿蘇地域に生息しているオオルリシ

ジミ九州亜種 Shij・imiaeoidesdivinus asonis (Matsumura) 

においても，農家戸数が減少した結果，野焼きが中止さ

れクララの成育や生息環境が悪化して個体数が減少して

いることを報告している.安曇野市では 1970年代まで

生恵、地は各地にみられたが， 1980年代になって急激に

i習場整備事業が実施され，さらに農薬の空中散布などの

影響を受けて個体数が減っていったとされる(小林，

1989) . 

本稜は，安曇野市では 1990年頃には絶滅したと考え

られていたが，近年ごく僅かに生怠している場所が発見

され，住民らにより保護されるようになった.さらに

1994年に愛好者らを中心としてオオルリシジミ保護対

策会議(以下保護会議)が設立され，保護プロジ、エクト

としてオオルリシジミの生息地の管理と監視活動が行わ

れるようになった(丸山， 2005). また最近では，国営

アルプスあづみの公園内のクララが多く残されている場

所に，保護会議のメンバーによって，羽化 2遊間前の人

工飼育された踊を，放す活動が毎年行われている.しか

し，放した蝋から羽化した成虫は，数多くの卵を産卵す

るものの，解化した幼虫は蹄期まで生存する個体が少な

く，次世代でほぼ全滅してしまう状態である(浜， 2007). 

そこで，踊導入個体群の死亡要習や生存率を把握する

ため，平林ら (2009) は生命表調査を実施した.その結

果，卵期と 1齢幼虫期の死亡率が高いことを報告してい

る.特に卵期ではメアカタマゴバチ Trichogramma

chilonis Ishii (タマゴバチ科)による寄生の割合が高い

ことが明らかになった.オオルリシジミの卵寄生蜂につ

いては，村田・野原 (2003)が九州の阿蘇地方でタマゴ

パチ科の一種 Trichogrammasp.が寄生することを報告

しており，安曇野でもオオルリシジミの卵から羽化して

きた Trichogrammasp.が記録されている(丸山， 2004). 

また，東御市においても， 2005年には卵寄生蜂の発生

が確認されている(西尾， 2007). メアカタマゴバチを

はじめ卵寄生蜂は，オオルリシジミの卵期の重要な死亡

要思とされているが，定量的な研究はほとんどなされて

いない(西尾， 2009). 

本研究は，安曇野におけるオオルリシジミのJJljに対す

るメアカタマゴバチによる寄生の実態を定量的に把握す

ることを呂的として実施した.なお，本研究は，長野県

希少野生動植物保護条例によるオオルリシジミ保護回復

事業として認定され，実施したものである (20自保第

86号). 

材料と方法

1.調査地

以下に述べる 3地域において調査を実施した.なおオ

オル 1)シジミ保護のために，調査地の詳細な所在地とそ

れを示した地図は省略した.

保護区

長野県安曇野市の毘営アルプスあづみの公園用地内に

オオルリシジミの保護区として指定されている地域で

(以下保護区)あり，保護会議により 1999年以降，人

工飼育をした婦が毎年 5月に放されている(浜， 2007). 

放錦した踊の数は， 2005年は 320，2006年は 500，

2007年は 350，および 2008年は 400個体であった.

保護区一帯は山裾にある東向きの斜面の棚田で，かつ

ては水田として利用されていたが，現在耕作は行われて

いない.寄生蜂の調査は保護区の中心にあるクララが多

く自生する 100111 X 20 m の区域で実施した.クララ

は調査区域内に 246株，またそのすぐ東側にある公園

化に伴い造設された池の土手や周辺一帯にも点在してい

る.公菌用地外の農地のi珪などには，かつては自生して

いたものの現在では存在していなかった.

調査区域を含め保護i玄-帝は公園管理業者によって定

期的に草刈が行われ (2005，2006年は 6， 9月， 2007 

年は 9月， 2008年は 6，7， 8月)，オオルリシジミの

発生時期には成虫の吸蜜植物がなくならないように，草

刈りをしない場所を残したり，刈り取り時期をずらした
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りするなど，ランダムに草地が残るよう配慮がなされて

いる.

工場居地区

安曇野で唯一オオルリシジミの自然個体群が残存して

いる地域で，保護堅から約 2.5kmほど離れた工場居地

内の生息地である(以下工場図地区).この生息地は，

建物関の 200m X 約 9mほどの法面のわずかな区域

(1780 rrl)で，クララはおよそ 30ネ来であった.オオル

リシジミが発見されてから，工場側の協力で 2005年と

2008年を除いて毎年 4月末頃に野焼きや不定期だが年

3田ほど草刈が実施されている.現在，ここの僧体を室

内において人工増殖させ保護医へ再導入している.なお，

工場団地区へは 2005~2008 年の調査期間中，飼育踊は

放されていない.

あづみの公園区

国営アルプスあづみの公園は長野県安曇野市にある国

営公醤で，一部を 2004年 7月に開園した.あづみの公

匿の間関区(以下あづみの公毘区)は保護区から約 1

kmほど離れた場所にあり，整備された約 27haの敷地

内に以前からあったアカマツ林を中心として，様々な植

物が植栽され，レストランや展望テラスなどの複合施設

がある.醤内北の面積約 12600rrlの区域には大小10の

人工池が造設され，周辺にはクララ植えられている.こ

の匿域に保護会議により， 2007年に 300，2008年に

400個体のオオル 1)シジミ人工飼育踊が放された.

2.寄生率調査

オオルリシジミ卵へ寄生するメアカタマゴバチの影響

を定量的に明らかにするために，保護区では 2005年か

ら2008年の 4年間，工場団地底では 2007年と 2008年，

あづみの公醤区では 2008年に卵のサンプリング調査を

実施した.サンプリングはそれぞれの調査地内のクララ

の株を毎回無作為に選定し，その株の花穂から，産卵さ

れている奮をピンセットで採集した.サンプル数と実施

日は， Table 1， 3に示した.なおオオルリシジミ保全

のため，サンプル数はその時の産卵数をみてできるだけ

少なくした.

2008年の保護区における調査では，南北に総長い長

方形の調査区域を南，中央，北の 3区画に均等に分けて

卵をサンプリングした.それぞれの区画でのサンプル数

と実施自は Table2 に示した.また 6月下旬になると

オオルリシジミの卵はほとんど見られなかったが，ルリ

シジミ Celastrinaargiolus ladonides (de f Orza)がクラ

ラに産卵する行動が多く縫認された.メアカタマゴバチ

の寄主範屈を調べ，オオル 1)シジミの近縁種との寄生率

を比較するため 6月 30日にクララの花穂、に産卵され

たルリシジミの卵を対象として，調査区域の南で 10卵，

中央で 15JJ13，北で 10卵をサンプリングした.

サンプ1)ングした卵は，信州大学農学部の昆虫生態学

研究室に持ち帰り 1卵ずつサンプル管に入れ常温で保管

し，オオルリシジミ幼虫が鮮化した卵，寄生!蜂成虫が出

現した卵，いずれも出現せず死亡した卵に分類 Lた.

2008年には死亡した卵を解部七て，卵内に寄生蜂の死

体があった卵と寄生されなかったが死亡した卵(オオル

リシジミ幼虫の死体，組織が形成されず液状など)を判

別し，前者は寄生卵に含めた.なお，オオルリシジミと

ルリシジミの卵は類似しているため，卵表面の網呂模様

を顕微鏡で観察して判別を行った.

3.卵寄生蜂の偲体数調査

保護区と工場団地区において粘着トラップを用いてメ

アカタマゴバチの個体数諦査を実施した.寄生蜂を捕獲

Table 1 Percent parasitism by T. chilonis on eggs of S. divinus barine in Hogoku area 

Sampling No. of eggs No. of egg No. of egg No. of eggs 

Year Date sampled hatched (%) unhatched (%) parasitized (%) 

2005 6/27 28 3 (10.7) 6 (2l.4) 19 (67.9) 

6/4 45 31(68.9) o ( 0.0) 14(31.1) 

2006 6/14 30 2 ( 6.7) 9 (30.0) 19 (63.3) 

6/21 30 506.7) 5 (16.7) 20 (66.7) 

6/4 30 13 (43.3) 7 (23.3) 10 (33.3) 

2007 6/13 30 o ( 0.0) 5 (16.7) 25 (83.3) 

6/27 29 o ( 0.0) 6 (20.7) 23 (79.3) 

6/2 52 16 (30.8) 7 (13.5) 29 (55.8) 

6/8 48 908.8) 6 Cl2.5) 33 (68.8) 
2008 

508.5) 2 ( 7.4) 20 (74.1) 6/16 27 

6/22 25 302.0) 2 ( 8.0) 20 (80.0) 
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するため農業害虫の簡易発生予察に用いられているサン

ケイ化学(株)のポリプロピレン製黄色粘着テープ(商

品名 ITシート)をトラップとした.幅 10cmの粘着

テープを 500mlのペットボトル(局毘長 23cm) に巻

き，長さ 150cmのイボ付題芸支柱に差込み設置した.

粘着トラップは保護区に 3億，工場団地区に 3個を設

置し， 10 B間以上放置した. 2007年には 2思(6月 25

日設置 7月 5B回収 7月 5B設置 7月 19呂田収)， 

2008年には 4回(6月訪日設置 6月 30日回収 6月

30 B設置 7月 15日回収 7月 15日設置 8月4B Im!j又，

8丹4日設置 9月3自由収)の説査を実施した.回収し

た粘着トラップは研究室に持ち帰り，双娘実体顕微鏡を

用いてメアカタマゴバチを判別し個体数を数えた.

Table 2 Percent parasitism by T. chilonis on eggs S.diνinus barine and C. argiolus ladonides at three di笠erentsites in 
Hogoku area (2008) 

Species Date Sampling area 
No. of egg No. of egg No. of egg No. of eggs 

sampled hatched (%) unhatched (%) parasitized (%) 

South 17 3 (17.6) 2 (1l.8) 12 (70.6) 

6/2 Center 17 7 (41.2) 5(29.4) 5 (29.4) 

North 18 6 (33.3) o ( 0.0) 12 (66.7) 

South 20 4 (20.0) 4 (20.0) 12 (60.0) 

6/8 Center 16 2 (12.5) 1( 6.3) 13 (81.3) 

North 12 3 (25.0) 1( 8.3) 8 (66.7) 
s. divinus barine 

South 10 o ( 0.0) 1 (10.0) 9 (90.0) 

6/16 Center 7 1 (14.3) o ( 0.0) 6 (85.7) 

North 10 4 (40.0) 1 (10.0) 5 (50.0) 

South 8 1(12.5) o ( 0.0) 7(87.5) 

6/22 Center 10 o ( 0.0) 2 (20.0) 8 (80.0) 

North 7 2 (28.6) o ( 0.0) 5 (71.4) 

South 8 o ( 0.0) 1 (12.5) 7 (87.5) 

C. argiolus ladonides 6/30 Center 9 1 (ll.1) 2(22.2) 6 (66.7) 

North 10 1 (10.0) o ( 0.0) 9 (90.0) 

Table 3 Percent parasitism by T. chilonis on eggs of S. diνinus barine in Kojyo-danchi and Azumino Park area 

Sampling No. of eggs No. of egg No. of egg No. of eggs 
Sampling Area 

sampled hatched (%) unhatched (%) parasitized (%) Year Date 

6/4 30 20 (66.7) 1 ( 3.3) 9 (30.0) 
2007 

6/13 29 II (37.9) 6 (20.7) 12(41.4) 

Kojyo-danchi 6/2 17 14(82.4) 3 (17.6) o ( 0.0) 

2008 6/8 7 5 (71.4) o ( 0.0) 2 (28.6) 

6/16 9 5 (55.6) 1 (ll.1) 3 (33.3) 

6/2 7 4 (57.1) 1 (14.3) 2 (28.6) 
Azumino Park 2008 

6/22 7 1 (14.3) 2 (28.6) 4(57.1) 
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2007年の 7月 5日に呂収した 3儲のトラップを合計す

ると，メアカタマゴバチは保護区で 22儲体 (0.73個

体/トラップ/呂)，工場関地区で 5個体 (0.08)，7月

19日では保護区で 39個体 (0.93)，工場団地区で 8偲

体 (0.07)が捕獲され，保護区のほうが捕獲偲体数は多

く 7月 19 日には有意な差がみられた (Mann-

Whitneyの U検定，P < 0.05). 

2008年においては回収日が 6月 30B， 7月 15日，

8月4Bでは，いずれも工場団地区よりも保護区のほう

が捕獲僧体数は多く 6月 30B， 7月 15日では有意

な差がみられた (Mann幽Whitneyの U検定，P < 0.05). 

しかし 9月 3B回収トラップでは，保護区が 16個体

(0.18個体/トラップ/日)と減少し，工場団地区では

31個体 (0.34) と増加して，保護区の約 2倍になった.

3. メアカタマゴバチの羽化数

保護区におけるオオルリシジミ l卵あたりから羽化し

たメアカタマゴバチ成虫数を Table4に示した. 6月2

Bから 22Bまで全調査期簡を込みにした l卵あたりの

平均羽化数は， l.50個体であった.調査呂ごとの平均羽

化数は 6月2日から 22Bまではいずれも有意な差は

みられなかった (ANOVA， P 0.064) . 6月 30臼に

採集したルリシジミから出現したメアカタマゴパチの 1

卵あたりの平均羽化数はl.95偲体で，オオルリシジミ

の平均羽化数より有意に多かった (t検定，P = 0.002). 

考 察

保護会議が，安曇野のオオルリシジミ自然個体群の回

復を自指して， 1999年以来飼育踊を放してきた保護区

では， 2005年からの卵サンプリング調査の結果，寄生

蜂による卵期の寄生率が， 31~83% に及ぶことが明ら

かになった (τable1 ).一方，僅かに自然個体群が生

息している工場団地区では， 2007年と 2008年の調査で

卵寄生率は最大で 41%にすぎず，保護区より低い値で

あった (τaむle3 ).この寄生率の違いは，オオルリシ

ジミ卵が産卵される 6月から 7月の期間に工場団地区よ

り保護区のほうが，メアカタマゴパチの生息密度が高か

ったためであると考えられる (Fig.1). 

メアカタマゴバチは，広範囲の鱗惣呂昆虫の卵寄生蜂

として知られており，平井 (1987) によると寄生する種

はオピガ Aphαaequalis(Felder) をはじめとして 11手ヰ

60種のガ類が記録されており，マメノヒメシンクイ

Leguminivora glycinivorella (Matsumura)の卵では 8月

末から 9月中頃に最高 77%の寄生率が報告されてい

る.最近では室内実験においてコナガ Plutellaxylostella 

(Linnaeus) に対して密度抑制効果があることが報告さ

れている (Miura，2003). メアカタマゴバチの発育日数

は，タマナヤガ Agrotis伊silon(Hufnagel)卵において

は 24.4Ocで 9B (平井， 1987)，コナガ卵においては

20
0

C で約 14B (Miura & Kobayashi， 1993)，また

24.4
0

C条件下におけるl雌当たりの次世代羽化数は 87.7

個体(平井， 1987)であると報告されている.

オオルリシジミ成虫が出現する 6月の安曇野の平均気

温が， 20
0

Cであることから，卵が十分にあるとすると，

メアカタマゴパチは上述した発育臼数や次世代生産数か

ら推測して， 1ヶ月の間に少なくとも 2世代は繰り返し，

急速に密度を増加していくものと考えられる. 2005年

のサンプリング調査から保護区では l株当たり 81卵が

産卵されたと推定された(平林ら， 2009).保護区での

6月中下匂の寄生率の増加は (Table1 )，こうした高

密度状態にあるオオルリシジミの卵によりメアカタマゴ

パチが増加したものと考えられる.そのため 2007年の

6月中下旬では，鮮イヒ卵が見られないほど死亡率が高く

なり，その結果として保護区におけるオオルリシジミの

定着に大きな障害になっていると考えられる.保護底に

おけるオオルリシジミ卵の高密度は，多くの踊を放した

結果と考えられる.今後，本種の囲復事業を行っていく

上で，放す踊数と卵寄生率の関係等を明らかにして，オ

オルリシジミの適正な密度管理を考えていく必要がある

Table 4 Mean number of T chilonis adults emerged from one egg of 
S. divinus barine in Hogoku area 

Date 
No. of eggs 

Mean S.D. 
examined 

6/2 29 l.38 0.561 

6/8 26 l.73 0.533 

6/16 19 l.37 0.496 

6/22 16 l.50 0.516 

Total 112 l.59 0.623 
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といえる.

長野県東御甫では，北御牧オオルリシジミを守る会が

2004年から安曇野と同じようにオオルリシジミの蟻を

放して，個体群の毘復に成功している(西尾， 2005;清

水， 2009).安曇野と放した婚の数やクララの生育面積

などの桔違はあるが，北御牧では，矯を放し始めた

2004年には寄生蜂による卵の死亡が見られなかったと

され(西尾， 2005)，寄生蜂の生息、密度の低さが個体群

の回復した要因のーっと考えられる.その後，北御牧で

は 2005年と 2006年の調査で Tl似 wgrammasp.が確認

されている(西尾， 2007). 

九州の河蘇では，野焼きを行うとクララと吸蜜植物の

生育が良くなるが，野焼きを停止した地域では遷移が進

み，カヤ・ススキが繁茂してオオルリシジミ成虫の個体

数が減少することが報告されている(村田ら， 1998). 

かつての安曇野のオオルリシジミは，阿蘇の火山帯の

放牧地とは異なり，棚田の法面や畦，横堰，河川の堤防

などアルプス山麓の里山の田麗環境に多く生息してい

た.これらの生息地は，放牧は行われていなかったが，

採草のための草刈りと春先の火入れが行われていた(浜，

2007). さらにオオルリシジミの食草であるクララは，

阻殺しゃ薬草に使われるため草刈りの時に選択的に残さ

れてきた(田下・丸山， 2007).安曇野では阿蘇地方の

放牧地の牛の代わりに人間が選択的に草刈りをし，クラ

ラを残してきたといえる.このように安曇野のオオルリ

シジミは，伝統的な農業技術により人的に管理されてい

た環境に生息、してきた種であるといえる.

しかし，現在では個体群の回復を目ざして嬬を放して

いる保護区とその周辺一帯は，国営アルプスあづみの公

園の管理区域で，草刈りはオオルリシジミの発育シーズ

ンが終わる 7月頃になって行われているが，春先の火入

れは行われず，また農業のための人的な管理は行われて

いない.一方，工場団地区の生息地はヱ場敷地内にあり，

南方向のみ小さな川を挟んで水田や畑に接しており，オ

オjレリシジミ成虫の発生前に草刈りと火入れが行われて

いる.

本調査におけるメアカタマゴバチの捕獲数は 8月に

広範囲に草刈りを実施した保護区では 8月以後に減少し

ているのに対して 7月以降はあまり草刈りが行われて

いない工場湿地区では増加した (Fig.l).このことは

草刈りの実施時期により，卵寄生蜂の発生を抑制できる

可能性を示唆しているものと考えられるであろう.

放牧が行われている阿蘇地方では，オオルリシジミの

卵寄生蜂であるタマゴバチの一種 Trichogrammαsp.

(村田・野原， 2003) は，放牧を停止すると寄生活動が

活発化することや(村田， 2003)，未野焼き区や休牧区

ではクモなどのオオルリシジミの天敵が多いことが報告

されている(村田・野原， 2005). これより，野焼きと

放牧は，オオルリシジミの食草であるクララを選択的に

残し，さらに天歎で

れている (件キ村す密， 1999; Murata et al.， 2008) . 

したがって，草刈りや放牧，あるいは野焼きなど草涼

環境への人的な管理によって天敵であるメアカタマゴパ

チなど寄生蜂の発生が抑制された可能性が考えられる.

安曇野においてオオルリシジミ自然個体群が僅かに工

場図地涯に生き残ったのは，ここは寄生蜂が外部から侵

入しにくい工場敷地内であり，また春先の火入れやオオ

ルリシジミ成虫の出現誕の草刈りなど人的な管理により

卵寄生蜂の発生が抑えられていたこともー留であると考

えられる.

今後，オオ jレリシジミの自然個体群を函復していくた

めには，野焼きや草刈りなど人的な生息環境の管理を行

うとともに，生息域が狭く食草が食い尽くされる危険性

を毘避するため，クララの植栽面積を拡大するなどの活

動を行っていく必要があると考えられる.
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